
  

平成３０年８月１日(水)～１０月３１日（水）まで 

 佐世保市にお住まいで、年齢７０歳までの

方、養成研修（４日間、３０時間程度）を受講可

能で、継続して活動出来る方。  

※研修費は無料、経験は問いません。 

ボ
ラ
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次回のくれよんは１０月の発行予定です。おたのしみに～！(*^_^*)♪ 

佐世保市ボランティアセンター(社会福祉協議会) 

〒857-0864 佐世保市戸尾町 5-1 させぼ市民活動交流プラザ 1階 

TEL：0956-23-3905／FAX：0956-42-0102 E-mail：kureyon@sasebo-shakyo.or.jp 

時間／10:00～18:45（火～土）10:00～17:00（日） 

休館日／月曜・祝日・年末年始・プラザの休館日 

「くれよん」はボランティアの方々のご協力によって発行されています。 
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平成３０年８月１日 

 介護
か い ご

相談員
そうだんいん

とは、高齢者介護施設を訪問し、入居者の方が施設には直接言いにくい要望、

疑問、不満等を入居者との会話の中から聴き取り、施設及び、行政との“橋渡し”をしながら、問

題の改善や介護サービスの質の向上につなげるボランティア活動です。 

 させぼ介護相談員『虹の会』では、現在２８名のメンバーが市内２２施設に赴
おもむ

かれ活動されて

います。 

 代表者の森山
も り や ま

 節子
せ つ こ

さんは「入居者は忙しい職員への遠慮などで、うまく

伝えられない方が居ます。そんな方々の要望を会話の中から拾い上げて、施

設の方へお伝えします。施設も受け止めてくれ、ふさぎ込み気味だった入居

者のおしゃべりや笑顔が増え、レクレーションにも参加されるようになった事

がありました。それがとても心に残っています。そこが終
つい

の棲家
す み か

になられる

方も居られます。とても地味な活動ですが、最後まで“よかったな”と笑って

貰いたいとの想いで活動しています。やさしさの心が増える活動です。ご興

味がある方は、ぜひ活動に参加してください」と語られました。 

 

 

代表者の森山さん 

させぼ介護相談員「虹の会」では介護相談員ボランティアを募集しています。 

 

 平成３１年１月３０・３１日、２月４・５日の４日間 

書類及び面接

☎(0956)24-1111【佐世保市役所 

長寿社会課 庶務係】まで、お願いします。 

ボラセン情報局では、ボランティアセンターの情報を皆さんにお

届けします！今回はボランティアセンターの場所をご紹介します。 

 

させぼ 

市民 

活動交流 

プラザ 

●市営バス・西肥バス 

「京町バス停」下車徒歩 3分 

「戸尾町バス停」下車徒歩 5分 

●市営バス 

「戸尾中央通バス停」（戸尾経由山祇行） 

下車徒歩 1分 

●駐車場には限りがございます。 

公共交通機関をご利用ください。 

ボランティアセンターは佐世保市社会福祉協議会の出先機関であり、戸尾町の『させぼ市民活

動交流プラザ（旧戸尾小学校）』の１階にあります。 

 

ボランティアの事なら何でも、ボランティアセンターへ来所、またはお電話でご相談ください！ 

その他、当紙「くれよん」で取りあげて欲しいボランティア情報もお待ちしております！ 

 
戸尾中央通バス停か

らは、戸尾町公園の
端の坂道を登ってね 



 

 ７月１日～９月３０日の間で受け入れ施設の定める期間 

 県内の社会福祉施設等 

 施設行事への参加、協力による利用者とのふれあい ほか 

その他、ご不明な点がありましたらボランティアセンターまでお問合せください。 

この情報紙は「赤い羽根共同募金」の配分を受けて作成しています。 

 江迎地区みんなの食堂「きてみんね」は、“居場所を地域でつくろう”をコンセプトに掲げ、食を

通して人と人をつなぐ架け橋になれるようにと活動を行っています。 

 ボランティアに興味がある方、子ども食堂に関心がある方、お気軽にご連絡ください。 

江迎地区みんなの食堂 

 

 
ちょっと 

江迎地区みんなの食堂実行委員会 

☎（０９５６）６５－２４７６ 担当：濱
はま

野
の

 

平成３０年９月８日（土） １２：００～１４：００ 

江迎地区公民館 (江迎町長坂
ながさか

104) 

 

 

 

 子どもから大人まで誰もが気軽にボランティア活動に参加できる「サマーボラ

ンティアキャンペーン」が今年も７月１日から９月３０日まで開催中です。 

ボランティア活動に興味はあるけれど、これまで始める機会が無かった皆さま、

自分に合いそうな活動を選んでボランティアの“体験”をしてみませんか？ 

ボランティアセンターや社会福祉協議会で配布されているガイドブックをご覧

のうえ、ボランティアセンターへ随時お申込みください。 

 ６月１６日に「ボランティア入門講座」を、早

岐地区公民館にて開催しました。 

 １３名の参加をいただき、ボランティア活

動についての基礎知識や心構え、登録ボラ

ンティアグループ活動の紹介や、現在募集

中のボランティアの紹介などを行いました。 

このガイドブック 
が目印です！ 

 参加者からは「ボランティア活動の意義と

内容について理解 

できました」「様々 

な活動がある事が 

わかり、参考になり 

ました」などの感想 

を頂きました。 

 

 

講座の様子 

おん せい やく 

「佐世保音声訳の会」では“視覚障がい者の目

の代わり”を基本精神に活動されており、一般に市

販されている単行本や雑誌、県・市発行の広報紙

やお知らせ、タウン誌などの音声
おんせい

図書
と し ょ

を製作され

ています。 

録音して提供する音声図書の他にも、利用者が

個人的に持参される本や資料を１対１で読む対面
たいめん

朗読
ろ う ど く

をされ、小説、専門書、電気機器の取扱説明

書、マンガなど、様々な内容を音声訳されます。 

 目が見えない・見えにくいため、活字からの情報取得や読書が難しい方が居られます。 

そんな視覚障がいを持たれる方々に、活字の内容を “音声にして伝える” 活動を行われている

のが、登録ボランティア団体の「佐世保音声訳の会」です。 

「佐世保音声訳の会」は、昭和５０年、“長崎
ながさき

点訳
てんやく

朗読
ろ う ど く

奉仕会
ほ う し か い

”として視覚障がい者の福祉に理解と

熱意のある３８名の有志
ゆ う し

により発足しました。 

発足当時は、狭い場所に一台の録音機だけで苦

労しながら録音していましたが、会員の皆さんの

熱意と努力、活動を応援される方々の支援で、機

器などを増やし活動を続けてこられたそうです。 

 
「佐世保音声訳の会」で録音された音声はＣＤにされ、長崎県

ながさきけん

視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

情報
じょうほう

センターへ送られます。 

長崎県視覚障害者情報センターでは、音訳図書と点字図書の貸し出しをして

おり、音訳図書の蔵書数は現在４,６４３枚、利用者は７８４名登録されています。 

また、ＣＤの他にインターネットを使い視聴できるサービスがあり、「佐世保音

声訳の会」で製作された音訳図書も全国各地の方が利用されています。 

佐世保近郊で発行される情報紙から抜粋して作る

“ボイスマガジンさせぼ”の編集会議の様子。 

どの情報を、どのように伝えるかを担当メンバーで

話し合って決めます。 

沢山の辞書や人名辞典が

用意されており、正しい読み

方やアクセントを調べます。 

録音は、音声訳ソフトの入

ったパソコンにマイク・スピー

カーを接続して行います。 

音訳図書の国際標準規格

のデイジー編集（目次や見

出しをつけ、聞きたいところ

から聞けるようにする編集）

を行い、完成です。 

目が不自由な方のために、一般の図書をパソコンで音訳し、ＣＤ図書を製作するボランティアを

養成する講座です。経験不問、受講は無料です。 

【日時】 ９月６日（木）から１１月８日（木）まで 

    毎週木曜日１３時～１６時（全１０回） 

 事前に説明会を８月３０日（木）1３時より開催します。お申込・お問い合わせは、下記までお願いします。 

【長崎県視覚障害者情報センター佐世保】 

☎（０９５６）２５－３３３６ ※受付時間９時～１７時 火曜日、土曜日、祝日は休館 

【会場】 「長崎県視覚障害者情報センター佐世保」 

（天満町１－２７ 県北振興局天満庁舎１Ｆ） 

 

音声訳ボランティア養成講座の受講者を募集中 

 

「佐世保音声訳の会」は、今後も発足当時の心意気
こ こ ろ い き

を忘れずに、取り巻く環

境の変化に対応しながら努力をしていきたいとの事です。 

 

 高齢者の孤独感や不安などを解消し、心

豊かな生活を支援する「話し相手ボランティ

ア」としての知識や技術を身につけることを

目的に、フォローアップ研修をおこないます。 

日 時： 平成３０年８月２４日（金） 

    １３：３０～１５：３０ 

場 所： させぼ市民活動交流プラザ 

    （戸尾町５－１） 

テーマ： 「権利
け ん り

擁護
よ う ご

（日常生活自立支援事業） 

と成年
せいねん

後見
こ うけ ん

制度
せ い ど

について」 

講 師： 佐世保市社会福祉協議会 職員 

対 象： 話し相手ボランティアとして登録 

されている方 

７月１６日に開催された 

みんなの食堂の様子 


